
様式２

　令和6年               11月               16 日

事業所名 事業所番号

住   所 管理者名

電話番号 対象年度

利用者さんそれぞれが、身嗜みについて具体的に考える機会になりました。

センシティブな側面もあるので、ただ、指摘をする指導ではなく、相手が受け入れやすい伝え方をスタッフで共有していき、メンバーさんたち

を温かくサポートしていく体制を構築していきたい。

連携先企業（担当者） 三島　信哉

利用者からの意見・評価

利用者　橋本さん

髪の毛の状態や爪の長さなど整容面について、自分が普段、意識していない点に気づくことができた。一般就労に行っても困らないように、日

頃から清潔にするように心掛けていきたいです。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

ほまれの家てんとうむし 2318001530

名古屋市名東区新宿二丁目54番地幸和ビル1階 三島　信哉

052-784-5507 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所　　ほまれの家てんとうむし

実施日程　　令和6年11月16日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

　　　　　 社内にて身嗜みの勉強会、質疑応答等

利用者数 　名

＜目的＞

今後、利用者が一般就労を目指す際にふさわしい身嗜みを自分で

整えることができるように、現状把握を目的として身嗜みについ

ての勉強会をおこない、自らの身嗜みについて考える機会の提供

＜成果＞

実施した結果

それぞれの利用者が自らの身嗜みを考えることができた。

課題点

知識の定着を行う為に、数か月に一回程度、定期的に続けて行う

必要がある。


